
Ｈ
30
年
総
会
の
日
程
に
つ
い
て

山
名
会
総
会
の
日
程
で
す
が
、
高
崎
を

主
会
場
に
し
ま
す
と
東
京
よ
り
新
幹
線
で

１
時
間
弱
の
移
動
時
間
を
見
る
必
要
が
あ

る
為
に
１
泊
２
日
で
の
開
催
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
施
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
に
ご
協
力
願
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

土
日
開
催
・
平
日
開
催
共
に
同
数
で
し
た

の
で
、
お
勤
め
の
方
の
ご
参
加
を
期
待
し

て
、
11
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
）
の

日
取
り
を
考
え
て
居
ま
す
。

第

１

日

目

の

予

定

第
１
日
目
は
、
お
昼
前
に
高
崎
市
役
所

の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
前
に
て
集
合
し
、
受

付
を
兼
ね
て
昼
食
を
済
ま
せ
、
以
降
は
観

光
バ
ス
に
て
移
動
を
致
し
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
第
１
日
目
の
訪
問
先
は

永
福
寺
・
山
名
八
幡
宮
・
山
名
城
址
・
光

臺
寺
等
の
訪
問
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

永
福
寺
（
高
崎
市
寺
尾
町
）

先
ず
は
、
山
名
初
代
義
範
公
の
父
で
あ

る
新
田
義
重
公
の
墓
所
が
あ
る
永
福
寺
を

訪
ね
ま
す
。
一
説
で
は
新
田
氏
の
祖
で
あ

る
義
重
公
は
永
福
寺
の
谷
向
こ
う
に
あ
る

寺
尾
城
を
本
拠
地
と
し
た
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
地
は
山
名
郷
に
も
隣
接
し
て

お
り
、
新
田
氏
と
山
名
氏
と
の
関
係
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

山
名
八
幡
宮
（
高
崎
市
山
名
町
）

山
名
八
幡
宮
は
、
平
安
末
期
に
山
名
初

代
義
範
公
が
一
族
の
繁
栄
と
武
運
長
久
を

願
っ
て
大
分
・
宇
佐
八
幡
を
こ
の
地
に
勧

請
し
た
の
が
始
ま
り
と
聞
き
ま
す
。
山
名

氏
に
と
っ
て
は
、
六
孫
王
神
社
・
壺
井
八

幡
・
多
田
神
社
と
共
に
ゆ
か
り
の
深
い
神

社
と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
山
名
氏
一

族
会
の
発
展
祈
願
の
参
拝
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
山
名
会
が
30
年
前
に
奉
納
し
た
神

馬
像
等
が
安
置
さ
れ
て
い
る
境
内
を
散
策

致
し
ま
す
。

山

名

城

址

（

高

崎

市

山

名

町

）

山
名
城
址
は
麓
か
ら
30
分
程
で
往
復
で

き
る
小
高
い
山
城
で
、
近
年
は
「
上
野
三

碑
」
の
一
つ
で
あ
る
「
山
上
碑
」
が
注
目

を
浴
び
て
居
り
、
そ
の
碑
を
メ
イ
ン
の
観

光
資
源
と
し
た
施
設
や
遊
歩
道
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
名
城
址
の
方
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

ひ
っ
そ
り
と
し
た
状
況
で
す
が
、
山
名
氏

の
出
発
点
で
も
あ
り
ま
す
山
名
城
は
是
非

一
度
は
訪
れ
て
お
き
た
い
所
で
す
。

余
り
険
し
い
道
で
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
、

出
来
る
だ
け
ご
一
緒
に
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

光

臺

寺

（

高

崎

市

山

名

町

）

次
に
お
邪
魔
す
る
光
臺
寺
は
山
名
氏
の

居
館
跡
に
建
つ
寺
院
と
言
わ
れ
て
お
り
、

事
実
、
旧
境
内
で
あ
っ
た
畑
か
ら
は
鎌
倉

時
代
の
物
ら
し
き
刀
剣
類
も
多
数
出
土
し
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７
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岡
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ー
１
１
６
１

平
成
30
年
山
名
会
総
会
下
見
報
告

去
る
６
月
26
日
、
Ｈ
30
年
の
山
名
会
総
会
下
見
に
高
崎
市
山
名
町
周
辺
、
及
び

新
田
氏
ゆ
か
り
の
太
田
市
を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
下
見
に
は
草
山
副
理
事
長
ご
案

内
の
も
と
、
山
名
義
英
副
総
裁
・
山
名
一
男
常
任
理
事
に
も
ご
同
行
い
た
だ
き
、

事
務
局
と
合
わ
せ
て
４
名
で
山
名
氏
や
新
田
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
や
資
料
館
を
巡
り
、

総
会
の
訪
問
コ
ー
ス
を
検
討
致
し
ま
し
た
。
高
崎
方
面
で
の
山
名
会
総
会
は
平
成

４
年
・
12
年
に
も
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
下
見
は
前
回
の
コ
ー
ス
を
参
考
と
し
て
、

新
た
な
訪
問
先
も
加
え
た
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
後
日
、
総
会
ご
案
内
が
届
く

ま
で
の
ご
参
考
に
願
い
ま
す
。

集合場所の高崎市役所。
21階の展望フロアにて受付・昼食。

永福寺の新田義重供養塔。永福寺山名
荘からほど近い所にある義重菩提寺。

山名八幡宮本殿。境内には30年前に山
名会が奉納した神馬像が安置される。

光臺寺の境内。山名氏の居館跡と伝
えられている。此方で年次総会を開
催予定。



H30 総会の行程案 

平成 30 年 11 月 10 日（土） 
11:00 高崎市役所に集合 

受付・昼食 
12:30 市役所出発 
13:00 永福寺・義重公墓所 
14:00 山名八幡宮参拝 
14:45 山名城址散策 
15:30 光臺寺参拝 
16:30 年次総会 
17:40 光臺寺出発 
18:30 藪塚温泉着 
平成 30 年 11 月 11 日（日） 
8:30 藪塚温泉出発 
9:00 生品神社・反町館 

10:30 新田荘歴史公園 
11:50 新田乃荘寒山亭・昼食 
13:30 大光院 
15:00 熊谷駅・解散 

 

て
い
る
な
ど
、
山
名
館
跡
と
し
て
の
名
残

を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
こ
ち
ら
の
光
臺
寺
で
は
参
拝

さ
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
ご
住
職

様
か
ら
山
名
町
と
光
臺
寺
の
移
り
変
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
、
光
臺
寺
で
場
所
を
お

借
り
し
て
年
次
総
会
も
開
催
す
る
積
も
り

に
し
て
お
り
ま
す
。

藪
塚
温
泉
（
太
田
市
藪
塚
町
）

藪
塚
温
泉
は
、
群
馬
県
南
東
部
の
平
坦

な
地
に
あ
り
な
が
ら
、
奈
良
時
代
に
僧
・

行
基
が
岩
窟
間
か
ら
涌
き
出
る
源
泉
を
発

見
し
た
と
言
わ
れ
１
３
０
０
年
以
上
の
歴

史
が
有
り
ま
す
。
ま
た
、
新
田
義
貞
が
鎌

倉
攻
め
で
負
傷
し
た
兵
士
の
傷
を
藪
塚
温

泉
の
お
湯
で
癒
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
新

田
義
貞
の
隠
し
湯
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
宿
泊
予
定
の
「
ふ
せ
じ
ま
館
」

の
最
上
階
展
望
風
呂
か
ら
は
、
南
側
に
広

が
る
関
東
平
野
の
景
色
が
遮
る
も
の
無
く

広
が
り
、
は
る
か
利
根
川
を
越
え
て
熊
谷

市
辺
り
ま
で
見
渡
し
て
の
一
風
呂
は
格
別

で
す
。
是
非
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

第

２

日

目

２
日
目
は
、
太
田
市
に
有
る
国
の
史
跡

「
新
田
荘
遺
跡
」
を
中
心
に
、
山
名
氏
初

代
義
範
公
の
父
で
あ
る
新
田
義
重
及
び
、

鎌
倉
倒
幕
の
雄
で
あ
る
新
田
義
貞
や
山
名

義
範
の
弟
で
あ
る
得
川
義
季
ゆ
か
り
の
史

跡
を
巡
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

生
品
神
社
（
太
田
市
新
田
市
野
井
町
）

ま
ず
最
初
に
新
田
義
貞
挙
兵
の
地
で
あ

る
生
品
神
社
を
訪
れ
ま
す
。
後
醍
醐
天
皇

よ
り
鎌
倉
幕
府
倒
幕
の
綸
旨
を
受
け
た
新

田
義
貞
が
、
こ
の
生
品
神
社
境
内
で
の
旗

挙
げ
は
武
将
１
５
０
騎
と
少
数
で
し
た
が
、

鎌
倉
へ
向
か
う
に
従
っ
て
軍
勢
が
加
わ
り

最
終
的
に
は
20
数
万
騎
に
も
膨
れ
上
が
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

反
町
館
（
太
田
市
新
田
反
町
町
）

生
品
神
社
か
ら
程
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る

反
町
館
は
新
田
貞
義
の
居
館
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
、
現
在
は
反
町
薬
師
・
照
明
寺
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
四
方
を
満
々

と
水
を
満
た
し
た
堀
に
囲
ま
れ
、
土
塁
も

一
部
残
っ
て
お
り
、
武
家
の
館
で
あ
る
雰

囲
気
を
良
く
残
し
て
い
ま
す
。

新
田
荘
歴
史
公
園
（
太
田
市
世
良
田
）

世
良
田
の
地
は
新
田
義
重
の
居
館
跡
と

言
わ
れ
、
山
名
義
範
の
弟
で
あ
る
得
川
義

季
が
開
い
た
長
楽
寺
や
、
義
季
を
一
族
の

祖
と
す
る
徳
川
氏
が
日
光
東
照
宮
か
ら
旧

社
殿
が
移
設
し
た
世
良
田
東
照
宮
、
そ
し

て
新
田
荘
の
歴
史
に
つ
い
て
展
示
し
て
い

る
新
田
荘
歴
史
資
料
館
も
隣
接
し
て
い
ま

す
。

大
光
院
（
群
馬
県
太
田
市
金
山
町
）

徳
川
家
康
は
得
川
義
季
を
徳
川
氏
の
祖

と
し
て
お
り
、
そ
の
義
季
の
父
で
あ
る
新

田
義
重
を
一
族
の
祖
先
と
し
て
、
大
光
院

を
建
立
し
て
手
厚
く
祀
り
、
寺
尾
城
内
か

ら
義
重
の
墓
石
等
を
、
大
光
院
に
移
し
た

と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
太
田
市
内
に
は
源
氏
・
新
田

氏
ゆ
か
り
の
史
跡
や
社
寺
が
あ
り
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら

も
う
一
ヶ
所
程
度
追
加
で
訪
問
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

解
散
（
熊
谷
駅
）

午
後
３
時
頃
に
埼
玉
県
熊
谷
駅
で
の
解

散
を
考
え
て
い
ま
す
。
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宿泊地の藪塚温泉「ふせじま」。最
上階の展望風呂からの景色は良好。

生品神社。義貞居館の反町館よりほ
ど近い神社。この地で鎌倉攻めの一
団150騎が決起した。

長楽寺。新田義重の居館跡に得川義
季が開いた。その後、徳川氏が自ら
の祖先の寺として、手厚く祀った。

参

加

募

集

は

お

盆

頃

に

以
上
、
簡
単
に
Ｈ
30
総
会
の
ル
ー
ト

案
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。
正
式
な
ご
案

内
は
、
経
費
・
コ
ー
ス
等
を
練
り
直
し

た
上
で
、
お
盆
頃
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

尚
、
参
加
費
に
つ
い
て
は
３
万
円
程

度
に
な
れ
ば
と
考
え
て
居
ま
す
。

ご
参
加
ご
期
待
し
て
居
り
ま
す
。


